
様式第１号（第７条関係）  

年   月   日  

 

公益財団法人高松市スポーツ協会  会長  殿  

 

申請者  住    所 

使用団体名 

申 請 者 名 

電 話 番 号    －  

 

高松市スポーツ施設におけるドローン使用許可申請書  

  

 高松市スポーツ施設においてドローンを使用したいので、次のとおり申請し

ます。  

記  

 

使 用 目 的  

使 用 日 時 
   年   月   日から   年   月   日まで  

  時   分から   時   分まで  

使 用 施 設  

操 縦 者   

監 督 者  

※第４条第１号イに該当する場合  

 

目 視 補 助 者  

※第３条第 2・3 号に該当する場合  

 

同 時 飛 行 数   

特 定 飛 行  

※第７条第２項に該当する場合  

□該当しない  □該当する（※）  

（承認が必要な飛行種類             ）  
※飛行当日までに「無人航空機の飛行に係る許可・承認書」  

の写しを提出するとともに、飛行計画の通報を行うこと。  



撮 影 有 無  □撮影する  □撮影しない  

機 体  

製造者   

型  式   重  量  
（ 搭 載 物 含 む ）  

 

１００ｇ以上の機体を使用  

す る 場 合 は 機 体 登 録 番 号  
 

添 付 資 料 

・ドローン操縦者等に関する事項（様式第２号）  

・ドローン使用誓約書及び承諾書（様式第３号）  

・飛行範囲図  

・賠償責任保険等の保険証書の写し  

備 考  

 

  



様式第２号（第７条関係）  

 

ドローン操縦者等に関する事項  

 

 申請者は、操縦者に関して以下の「確認事項」を確認し、「確認結果」欄にそ

の結果を回答してください。（操縦者が有資格者等でない場合は、監督者につい

て記入すること。※区分で該当する方に〇をしてください。）  

区  分  氏  名  資  格  

操縦者・監督者   有・無  

 

確認事項 確認結果 

飛行経歴 

国土交通省航空局が定める「無人航空機の講習団

体及び管理団体一覧」に記載されている講習団体等

からの技能証明を受けている。  

※ 「はい」の場合は、技能を証明する書類の写

しを添付してください。  

 

□はい 

□いいえ 

無人航空機の操縦者技能証明を有している。  

※ 「はい」の場合は、技能を証明する書類の写

しを添付してください。  

□はい 

□いいえ 

能
力 

環
境
・
機
器 

飛行前に、次に掲げる事項が行える。  

・第三者の立ち入り制限  

・バッテリーの残量確認  

・通信系統及び推進系統の作動確認  

・屋内でドローンを使用する際の養生  

□はい 

□いいえ 

操
縦
技
能 

ＧＰＳ等の機能を利用せず、安定した離陸及び着

陸ができる。 

□はい 

□いいえ 

ＧＰＳ等の機能を利用せず、安定した飛行がで

きる。  

・上昇及び下降 

・一定位置、高度を維持したホバリング  

・ホバリング状態から機種の方向を９０度回転  

・前後移動  

・水平方向の飛行（左右移動又は左右旋回） 

 

 

□はい 

□いいえ 

※操縦者が複数いる場合は、それぞれ記入すること。



 

様式第３号（第７条関係）  

ドローン使用誓約書及び承諾書  

 

１  高松市スポーツ施設におけるドローン使用取扱基準等の内容を遵守して安  

全に留意し、使用します。  

２  当日、操縦者及び監督者が体調不良等により正常な操縦ができない状態に  

 ある場合は、ドローンを使用中止します。  

３  墜落や衝突などにより、施設が破損した場合は、自己の負担により原状回  

復します。  

４  ドローン使用に起因するトラブルへの対応については、すべて自己の責任  

 において解決します。  

５  対人・対物賠償責任保険へ加入しています。  

６  施設の事情等により、係員から使用中止の指示があった際は、その指示に  

従います。  

７ 使用許可申請書の内容と同じ使用又は異なる使用を行い、安全な使用ができ

ないと施設管理者が判断した場合には、使用許可を取り消す場合があること

を承諾します。  

８  ドローンの飛行範囲について、別添の飛行範囲図内とします。  

 

   年   月   日  

 

 

            （申請者自署）   


